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内容の要旨および審査の結果の要旨
αostridZzJmd1ﾉｯﾌﾞcjに（C､ｄ(ﾉﾂｧcjJe）は偽膜性大腸炎，抗生物質関連下痢症の原因菌であり，本菌の産
生するトキシンＡ，トキシンＢが主病原因子である。本研究では，これらの毒素の産生機構解明を目的と
して，毒素産生に及ぼすアミノ酸の影響について検討した。０．１ﾉｯﾌﾞcル３菌株について，合成培地を用
い，毒素産生に必須のアミノ酸，発育促進アミノ酸を求めた。更に，２０菌株を用いて，トキシンＡ，トキ
シンＢ産生の相互関係について検討した。トキシンＡはELISAにて，トキシンＢは培養細胞を用いて測
定した。研究成果は以下のように要約される。
(1)毒素産生に必須のアミノ酸はパリン，システイン，トリプトファン，プロリン，メチオニン，イソ
ロイシン，ロイシンであった。またシステインは還元剤として働いていた。(2)発育促進アミノ酸はグリ
シン，スレオニンであった。(3)上述の７種の必須アミノ酸のみを含む培地と，さらにグリシン・スレオ
ニンを添加した培地（最少アミノ酸合成培地）における毒素産生を比較した時，後者の方が毒素産生によ
り有効であった。(4)必須アミノ酸（システインを除く）を増量した時，毒素産生は増加し，最少アミノ
酸合成培地のアミノ酸濃度を基礎濃度の５倍量に増量した時，毒素産生は最高値に達したｏまた，これら
の中でイソロイシンが毒素産生に最も有効であった。(5)必須アミノ酸（システインを除く）を基礎濃度
の６倍量に増量した合成培地（高濃度最少アミノ酸合成培地）における毒素産生は，１８種類のアミノ酸を
基礎濃度に含んでいる合成培地より良好であり，被験20株中13株において，毒素産生に優れた複合培地
(modifiedbrainheartinfusion,m-BHI）とほぼ等しい毒素産生が認められた。(6)m-BHI，高濃度
最少アミノ酸合成培地におけるトキシンＡ，トキシンＢの産生は，いずれの培地においても平行関係にあっ
た。
以上の結果は，０．２ﾉﾂｶﾞciJeの毒素産生に必須のアミノ酸の種類は他のクロストリジウム菌種の場合に
比べ，はるかに少ないことを示している。さらに，トキシンＡ，トキシンＢの産生は同一の機構により制
御されていることを示唆している。
以上，本研究は０．１ﾉﾂｶﾞciJBの毒素産生条件について栄養素の中で最も重要なアミノ酸に関し明らかに
し，かつトキシンＡ，トキシンＢ産生の環境的制御の一端を明らかにしたものであり，医学細菌学，感染
症学に寄与する労作と評価された。
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